
（別紙３）

～ 令和８年　２月　９日

（対象者数） 20 （回答者数） 18

～ 令和８年　２月　１３日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も、職員の異動等があっても現在の取り組
みを継続していく。

2

・今後も、職員の異動があっても現在の取り組み
を継続していく。
・新任職員に対し、保護者対応に関しての教育も
しっかり行っていく。

3

・今後も、職員の異動等があっても現在の取り組
みを継続していく。
・職員の更なるスキルアップを図り、支援や療育
の幅を広げていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・活動や遊びの仕方の工夫
・外出支援の充実化

2

・機会を増やしていけるよう検討していく

3

・機会を増やしていけるよう検討していく
・地域のイベントには参加している為、保護者に
対し更に周知を図っていく。

○事業所名 上大類すくーる

○保護者評価実施期間 令和８年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

令和８年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　２月　１９日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域交流の不足 ・設定不足

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

身体が大きくなってきた児童に対しての
活動や遊びのスペースが狭い。

・元の設備

きょうだい向けイベントの不足 ・設定不足

児童に”楽しい”と感じてもらえる活動の設定 ・活動が固定化しないように気を付けている。
・児童の成長に合わせた活動の設定を心がけてい
る。

保護者に対してこまめな報告・連絡・相談 ・伝達のスピード感を重要視している。
・LINEを有効活用している。
・誤解や相違がないよう職員から保護者への伝え方
を随時確認している。

個々に応じた支援や療育の実施 ・定期的な個別療育のフィードバックや再設定を
行っている。
・児童の様子について、職員間でこまめな共有を
図っている。

事業所における自己評価総括表公表
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